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人
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-
サ
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マ

テ
オ

教
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を

事
例
と

し

て
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( 7 1 ) 資 料 紹 介

栗

原

尚

子

一

序

本
稿
は

､

ス

ペ

イ
ン

の
バ

レ

ア

レ

ス

諸
島
の

一

島
､

イ
ピ

サ

島
の

一

教

区
に

関
す
る

一

九
世
紀
の

人

口

動
態
を

示

す

資
料
を

紹

介
し

､

そ
れ

か

ら

得
ら

れ
る

知
見
の

い

く
つ

か

を

ま
と

め

る

も

の

で

あ

る
｡

こ

の

資
料
は

､

一

七

八

六

年
か

ら
一

八
七

〇
年
ま

で

の

期
間
に

わ

た
っ

て
､

教
区
の

牧
師
が

イ
ピ

サ

司
教
に

あ

て

て

送
付
し
た

教
区
の

人
口

構
成

を

示
す
も
の

で

あ

る
｡

一

七

八

六
､

一

七

九

〇
､

一

七

九

四
､

一

七

九

六

1
一

八

二

二
､

一

入
二

五

1
一

八
二

六
､

.

一

八
三

八
､

一

八

四
四

年
の

各
年
に

つ

い

て

は
､

教
区

内
の

各
家
族
を

単
位
と

し

て
､

家
族
構
成
員
の

名
前

､

家
族
内
で

の

続
柄

､

年
齢
が

そ
れ

ぞ

れ

記
さ

れ

て

お

り
､

残
り
の

年
に

つ

い

て

は
､

教
区
の

総
人
口

､

家
族
(

戸
数
)

､

既

婚
･

未

婚
別

人

口

数
､

結
婚
数

､

出
生

数
､

死
亡
数
の

み

が

記
さ

れ

て

い

る

(

以

後
の

行

論
で

便
宜
上

､

前

者
の

資
料
を
Ⅰ

､

後
者
の

も
の

を

Ⅱ

と

す
る
)

｡

筆
者

は
､

す
で

に

こ

の

資
料
を

使
っ

て
､

一

七

九
〇
年
か

ら
一

八

七

〇
年
ま

で

の

サ
ン

.

マ

テ
オ

教
区

の

総
八
び

の

推
移
を

､

他
の

教
区
の

人

口

推
移
と

対

照
さ

せ

な
が

ら

明

ら
か

に

し
.
た

｡

本
稿
で

は
､

そ
の

際
に

分
析
さ

れ

な

か
っ

た

資
料
Ⅰ

を

中
心

に
､

一

七

九

六

年
か

ら
一

八
二

五

年
ま
で

の

人
口

動

態
の

一

端
を

明
ら

か

に

し

た
い

｡

本
論
に

先

だ

ち
､

こ

の

資
料
Ⅰ

の

性

格
を

整
理
し

て

お

く
こ

と
が

重

要
で

あ

ろ

う
｡

ま

ず
初
め

に
､

資
料
Ⅰ
は

､

一

八

〇
〇
年
を

境
と

し

て

二

人
の

牧
師
に

ょ
ヶ

て

作
成
さ

れ

て

い

る
｡

作
成
月
は

､

一

八

〇
〇

年
代
ほ

一

八

〇
三

年

の

七

月
を

除
き

四

月
と

五

月
で

､

以

降
は

六

月
が

主
体
で

あ

る

(

一

八
一

三

年
は

九

月
)

｡

記
述
は

､

一

八
一

五

年
以

降
､

-

○

冨
≠

が

】

○
∽
e

と
､

田
O
n
e

t

が

出
○
ロ
e

d

と

記
さ

れ

る

よ

う
に

カ

ス

テ
イ

リ
ヤ

語
式
に

な
っ

て

い

る
｡

し

か

し
､

最
も

問
題
に

な
る

の

は

各
人
の

年
齢
の

正

確
さ

で

あ

る
｡

そ

れ
ぞ

れ

の

家
族
ご

と
に

､

こ

の

期
間
の

資
料
を

書
き

込
ん

だ

カ

ー

ド

を

作
成
し
た

結
果

､

各
人
の

年
齢
が

年
を

追
っ

て
一

貫
性
を

も
っ

て

い

な
い

と

い

う
こ

と

が

明
ら

か

に

な

り
､

そ

の

欠
陥
は

と

く
に

一

八

〇
〇
年
以

前

お

よ

び

高
年
齢
階

層
ほ

ど

大
き
い

｡

し

た
が

っ

て
一

八

〇
〇
年
以

前
の

年

齢
を

逆
算
し

な

く

て

は

な

ら

な
い

と
い

う
作
業
が

必

要
で

あ

る
｡

各
人

の

年
齢
が

ど

の

よ

う
に

調
べ

ら

れ
た

か

は

不

明
で

あ
る

が
､

高
年
齢
層
の

年

齢
の

不

正

確
さ

は

教
区
の

創
設
年
と

も

関
連
し

て

い

る
｡

サ
ン

･

マ

テ

オ

教
区
の

創
設
は

､

一

七

八
五

年
で

､

こ

の

年
に

､

イ
ピ

サ

島
に

司
教
区
が

創
設
さ

れ

て

お

り
､

従
来
の

一

島
一

教
区
か

ら

十
六
の

教
区

に

区

分
さ

れ

た

時
で

あ

る
｡

従
.

っ

て
､

そ

れ

以

前
の

教
区
に

関
す
る

資
料
は

全
く

な

く
､

洗
礼
名
簿
に

よ

る

年
齢
の

確
認
は

不

可
能
で

あ

る
｡

ま
た

現
存
の

最
も

古

一
.

⊥

い

埋

葬
名

簿
を

み

て

も
､

高
年
齢
層
の

年
齢
ほ

､

例
え
ば

約
九

〇
歳
と

記

指
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さ

れ
る

な

ど

正

確
さ
に

乏
し
い

ひ

現
代

的
意
味
で

､

各
人

の

年
と
い

う
も

徹

の

が

正

確
さ

を

要
求
さ

れ

る

こ

と

の

な
い

社
会
で

､

各
人
そ

れ

ぞ

れ
が

自

分
の

年
齢
を

ど

れ

だ

け
正

確
に

意
識
し

て

い

た
か

ど

う
か

も
ま

た

考

慮
さ

れ
る
こ

と

で

あ

る
｡

第
二

に
､

こ

の

資
料
Ⅰ
の

分
析
に

よ
っ

て
､

資
料
Ⅱ
で

ほ

得
ら

れ

な
い

人
口

動
態
の

特

徴
を

示

す
こ

と

が

可
能
で

あ

る
｡

い

う
ま
で

も
な

く
､

資

料
Ⅰ
は

､

近

年
急
速
に

進

展
し

て

い

る

歴
史
人

口

学
の

分
野
で

の

家

族
復

元
を

示

す
も
の

で

あ

る
｡

洗
礼
名
簿
と

埋

葬
名

簿
か

ら

再
構
成
さ

れ

る

家

族
復
元
の

研
究
が

､

一

世
紀
を

単
位
と

し

た

長
期
間
約
分
析
で

あ

る

の

に

此
し
て

､

三

〇
年
間
と
い

う
期
間
が

限
ら

れ

て

い

る

点
に

問
題
が

残
る

｡

し

か

し
､

家
族
の

構
成

､

出
生

､

結
婚

､

死
亡

､

世
代
交
替

､

家
族
か

ら

の

独
立

な

ど

年
齢
階
層
ご

と
に

知
る

こ

と

が

で

き
､

わ

ず
か

三

〇
年
間
と

ほ
い

え
､

各
々

の

家
族
ご

と
に

構
成
さ

れ

た

カ

ー

ド

は
､

そ

れ
ぞ

れ

の

家

族
が

演
じ
た

ド

ラ

マ

を

垣

間
み
せ

て

く
れ

る
｡

現
存
の

資
料
が

非
常
に

限

ら

れ

て

い

る

時
代
の

､

人
々

の

具
体
的
な
生

酒
の

有
様
の

一

端
を

示

す

資

料
と

し

て
､

著
者
が

と

く
に

関
心

を

も
つ

点
で

あ

る
｡

最
後
に

､

事
例
と

し

て

と

り

あ

げ
た

サ
ン

･

マ

テ
オ

教
区
に

ふ

れ

て

お

く
な

ら

ば
､

サ

ン

･

マ

テ
オ

教
区

は
､

イ
ピ

サ

島
の

北

東
部
に

位
置
す
る

貴
村
で

､

一

九
六

〇
年
代
に

始
ま

る

イ
ピ

サ

島
の

急
激
な

観
光
地

化
に

伴

い

､

一

九
五

〇
年
代
か

ら

約
四

半
世
紀
の

間
に

居
住
人

口

が

半
減
す
る
は

(

2
)

ど
の

急
速
な

人

口

流
出
を

み

た

と
こ

ろ
で

あ
る

｡

旨

一
粒

､

ユ

■

声

れ

あ

キ
■∴

.

叫
γ

さ
r

.

】

▼

一■
】

.
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ず
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屯
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総
人
口

の

推
移

H

出
生

率
･

死
亡
率

本
稿
の

分
析
対

象
で

あ

る
一

七

九
六

年
か

ら
一

八
二

五

年
ま
で

の

総
人

口
の

推
移
を

､

一

九
世
紀
の

総
人
口

の

中
で

み

る

な

ら
ば

､

一

八
三

〇
年

代
の

人

口

急
増
期
を

経
て

､

.
一

八

四

〇
年
代
以

降
の

安
定
期
に

至
る

前
期

､

換
言
す

れ

ば
､

こ

の

時
期
の

人

口

構
成
は

､

近

代
社
会
へ

離
陸
す
る

直
前

の

社
会
の

諸
様
相
を

表
わ

し

て

い

か

と
い
ぅ

ぇ

る
｡

一

七

八

七

年
か

ら
一

八

三

三

年
ま

で

の

ス

ペ

イ
ン

の

人

口

を

近

代
的
人
口

史
第
Ⅱ

期
と

し

て

他
の

時
代
か

ら

区

別
し

､

｢

人
口

学
的
危
機
+

の

時
代
と

し

た

デ
･

ソ

リ

ス

の

国

柑

ヰ

ヾ
･

4

叫

斗

舞
岡
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分
析
に

対

応
し

て

菅
ソ

､

基
本
的
に

は
､

旧
使

謝
の

崩
壊
過
程
に

農
村
社

会
を

襲
っ

た

自
給
経
済
の

危
機
を

反
映
し

て

い

る
｡

さ

ら
に

詳
し

く
こ

の

時
期
を
み

る

と
､

山
一

七

九

六

-
一

八

〇
〇
年
の

増
加
期
(

増
加
率
五
･

九
%
)

､

似
一

八

〇
〇
-

一

八

〇
四

年
の

減

少

期

(

増
加
率
マ

イ

ナ
ス

二

･

五

%
)

､

伸
一

八

〇
五

-
一

八
一

五

年
の

停
滞
的

安
定
期

､

仙
一

八
一

六

-
一

八
二

一

年
の

減
少
期
(

増
加
率
マ

イ

ナ
ス

六
･

九
%
)

が

区

別
で

き

る
｡

出
生

率
･

死
亡

率
か

ら
こ

の

傾
向
を
み

る

と
､

惚

の

時
期
は

､

平
均
出
生

率
三

二

‰
､

平
均
死
亡
率
四

六
･

一

‰
､

仰

の

時
期
は

､

三
一

･

四

‰
､

一

九
･

〇
‰

､

他

の

時
期
は
二

三
･

二

‰
､

一

八
･

三

‰
と

な

る
｡

惚
の

時
期
の

人
口

減
少
ほ

､

高
い

死
亡
率
に

よ
っ

て
､

他

の

時
期
の

人
口

減
少
は

低
い

出
生

率
に

よ
っ

て

特
徴
づ

け

ら
れ

て

い

る
｡

と

く
に

必
の

時
期
に

お

け
る
一

八

〇
二

年
と

一

八

〇
三

年
､

他

の

時
期
に

お

け

る
一

八
一

六

年
と
一

八
一

七

年
の

死
亡
率
の

高
さ

が

顕
著
で

あ

る
｡

一

八

世
紀
の

ガ

リ

シ

ア

地

方
の

大

西
洋
岸
地

域
の

人
口

史
を

詳
細
に

分
析

し
､

伝
統
的
社
会
の

人
口

学
的
諸
特
徴
を

明
ら
か

に

し

た
ベ

レ

ス

･

ガ

ル

シ

ア

は
､

出
生

率
と

死
亡

率
の

推
移
の

傾
向
か

ら
二

つ

の

類
型
を

検
出
し

て

い

る
｡

死
亡
率
が

出
生

率
を
い

ず
れ

も

凌
駕
す
る

例
で

あ

る

が
､

死
亡

率
と

出
生

率
の

ピ

ー

ク

が
一

致
し

な
い

型
を

自
給
経
済
危
機
型
と

し
､

他

方
､

そ

れ

ぞ

れ
の

ビ

ー

タ

が
一

致
す
る

場
合
を

疫
病
に

よ
る

危
機
型
と

し

(

4
)

て

二

つ

の

型
を

区

別
し

て

い

る
｡

こ

の

類
型
を

参
照
に

す
る

な

ら
ば

､

一

八
〇
二

-
一

八

〇
三

年
お

よ

び
一

八
一

六

-
一

八
一

七

年
の

人
口

学
的
危

機
は

､

自
給
経
済
の

危
機
型
を

示

し

て

い

る
｡

一

■
八

〇
三

年
の

高
い

死
亡

率
の

内
容
を

､

埋

葬
名
簿
を

利
用
し
て

年
齢
階
層
別
に

み

て

み

る

と
､

一

〇
歳
未
満
が

全
体
の

四

八
･

八

%

を

占
め

､

一

九
世
紀
後
半
の

人
口

増
加

表 1 サ ン ･ マ テ オ 教 区 の 出 生率 ･ 死 亡 率 お よ び 結婚数の 推移 ( 1 7 9 6 - 18 2 5)
出生率, 死亡率‰

1 7 9 7 1 7 9 8 1 7 9 9 1 8 0 0 1 8 0 1 1 8 0 2 1 8 0 3 1 8 0 4 1 8 0 5
＼

＼ ミl 1 7 9 6
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ヽ
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ヽ
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月
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.3
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q
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亡
J
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ゥ
J
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h)

4

1
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. 1

0

(

リ
ノ

8

2

3

. 4

Q
々

4

0

1

2

T
J

率

率

数

生

亡

婚

出

死
･
結

期
に

お

け

る

御

低
い

幼
児
死

亡
率
と

対
照

的

傾
向
を

示

し

て

お

り
､

一

九

世
紀
前

半
の

人
口

の

特
徴
を

表
わ

し
て

い

る
｡

こ

の

時
期

の

出
生

率
は

､

他
の

地

域
の

研
究
事
例
と

比

較
す

る

と

判
る

よ

う
に

､

か

な

り

低
い

｡

例
え

ば
､

ホ

ル

デ
ィ

･

ナ

ダ
ル

の

こ

の

分
野
に

お

け

る

先

駆
的
業

績
に

よ

る

と
､

カ

タ
ロ

ニ

ア

地

方
の

四

三

や
色
丁

】

三
い

臣
r

ト

竜

∵
■

_

監

■
∴
｢

姦
呼
号

⊥

良

繊
Y

尊
号

を
賢
.■

十
㍉

†

転

整
瓢
臥



( 7 5 ) 資 料 紹 介

事

由
り

.
与

一

.

う

.
､

一

′
貞

.､

､.

-

頚

恥
†

′

馬
｡

.

三
省

1

や

教
区
の

出
生

率
ほ

､

一

八

〇
二

-
一

八

〇
六

年
の

平
均
を

一

〇
〇
と

し

て

(

缶
)

み

る
と

､

一

八

二

二

-
一

八
二

六

年
に

ほ
一

一

五
･

六

と

な
っ

て

い

る
｡

ま
た
バ

レ

イ
ロ

･

マ

ロ

ン

に

よ

る

ガ

リ

シ

ア

地

方
の

研
究
事
例
で

は
､

一

(

6
)

二

四
･

七

と

な

り
､

出
生

率
の

上

昇
を

示

し

て

い

る
川

が
､

サ
ン

･

マ

テ

オ

で

は
､

八

八
･

七

と

な

り
､

一

八

〇
二

-
一

八

〇
六

年
以

降
の

五

年
間

毎
の

平
均
出
生

率
は
い

ず
れ

も
ー

〇
〇
以

下
の

数
倍
を

示

し
て

お

り
､

出

生

率
の

低
さ

が

際
だ
っ

て

い

る
｡

臼

結
婚

結
婚
数
の

推
移
は

､

表
1

に

示

す
通
り

で

あ
る

が
､

傾
向
と

し

て
､

一

八

〇
〇
-

一

八

〇
四

年
お

よ

び
一

八
一

六

-
一

八
二

一

年
の

人

口

減
少
期

に

結
婚
数
が

減
少
し
て

い

る

こ

と
､

反
対
に

比

較
的
安
定
し

た
一

八

〇
五

-
一

八
一

五

年
に

は
､

そ

の

数
が

増
加
し

て

い

る

こ

と

が

指
摘
で

き
る

｡

結
婚
時
の

平
均
年
齢
を

み

る

と
､

一

八

〇
〇
1

一

八

〇
四

年
に

ほ
､

･
女
性

が

二

四
･

二

歳
､

男
性
が

二

三
･

六

歳
､

一

八

〇
五

-
一

八

〇
一

五

年
に

は
､

そ

れ

ぞ

れ
二

一

二
二

歳
と
二

六
･

五

歳
､

一

八
一

五

-
二
五

年
に

は
､

ニ
ー

･

六

歳
と

二

三
･

六

歳
と

な
っ

て

お

り
､

人
口

安
定
期
の

女
性
の

結

婚
年
齢
の

低
下
と

､

両
性
の

年
齢
差
の

拡
大
が

特
徴
的
で

あ

る
｡

前
述
の

結
婚
年
齢
は

､

サ
ン

･

マ

テ
オ

内
で

の

結
婚
の

湯
合
で

あ

る

が
､

一

八

〇

一

年
と
一

八
+

五

年
の

人
口

ビ

ラ
､

､

､

ッ

ド

を

作
成
し

て

み

る

と
､

前
者
に

お
い

て

は
､

女
性
の

二

五

-
二

九

歳
の

年
齢
階
層

､

後
者
に

お
い

て

ほ

二

〇
-
二

四

歳
の

年
齢
階
層
が

急
激
に

減
少
し

て

お

り
､

一

般
的
に

こ

の

年

齢
階
層
が

結
婚
年
齢
階
層
に

よ

る

流
出
を

表
わ
し

て

い

る

と

考
え

ら

れ
る

｡

本
稿
で

分
析
の

対

象
と

し

て

い

る

資
料
Ⅰ

あ
る
い

ほ
､

資
料
Ⅱ

で

は

通

婚

圏
を

正

確
に

知
る

こ

と

が

で

き

な
い

が
､

埋

葬
名
簿
に

ほ
､

埋

葬
者
の

両

親
の

出
身
地
が

記
さ

れ

て

い

る
｡

サ
ン

･

マ

テ
オ

の

西

隣
り
の

サ

ン

タ
･

イ

ネ
ス

が

サ
ン

･

マ

テ

オ

以

外
で

ほ

最

も

多

く
､

そ

の

他
､

商
の

サ

ン

▼

ト
･

ヘ

ル

ト
ゥ

デ
イ

ス

､

真
の

サ
ン

･

､

､

､

ゲ

ル

あ

る

い

は

中
心

地
で

あ

る

サ
ン

･

ア

ン

.
ト
ニ

オ
､

サ
ン

･

ラ
フ

ァ

エ

ル

が

あ

げ

ら

れ

て

い

る
｡

通
婚

圏
は

､

ほ

ぼ
こ

れ

ら
の

地

域
を
お

お

う
サ
ン

･

ア

ン

ト
ニ

オ
の

ム

ニ

シ

ビ

オ

の

領
域
と

一

致
し

て

い

る

と

い

え
る

｡

結
婚
年
齢
に

話
を

も

ど

す
な

ら
ば

､

前
述
の

サ
ン

･

マ

テ
オ

内
で

の

結

婚
の

事
例
が

､

各
家
族
の

後
継
者
(

ほ

と

ん

ど
の

場
合
長
男
)

で

あ

る
こ

と

を
､

結
婚
年
齢
を

考
察
す
る

場
合
に

考
慮
し

な

ぺ

て

は

な

ら
な
い

点
で

あ

る
｡

こ

の

地

域
の

相
続
に

つ

い

て

の

慣
習
ほ

､

カ

タ
ラ

ン

法
に

基
づ

く

均
分
相
続
で

あ

る

が
､

後
に

分
析
す
る

戸
数
の

変
化
あ

る

い

は

再
構
成
し

た

各
々

の

家
族
カ

ー

ド

を

み

て

も
､

現
実
に

は
､

長
子

相
続
と

同
じ

形
態

を

示
し

て

い

る
｡

従
っ

て
､

相
続
者
以

外
の

男
性
の

結
婚
年
齢
が

､

同
じ

ょ

う
な

傾
向
を

示

し

て
い

る

か

ど

う
か

は
､

不

明
で

あ

る
｡

こ

の

間
題
に

関
し
て

､

レ

ゲ
ィ

･

バ

ブ

シ

ほ
､

一

七

八

七

-
一

七

九
七

年
の

農
業
労
働

者
の

割
合
と

四

〇
-
五

〇
歳
の

男
性
人
口

に

占
め

る

独
身

者
の

都
合
の

高

さ

か

ら
､

農
業
労
働
者
の

結
婚
年
齢
が

高
い

と

結

論
し

た

が
､

ホ

ル

デ

ィ

･

ナ

ダ
ル

は
､

む

し

ろ

そ
の

よ

う
な
明

確
な

関
係
は

み

ら
れ

な
い

こ

と

(

-
)

を

指
摘
し

て

い

る
｡

最
後
に

､

男
性
の

独
身
率
に

つ

い

て

ふ

れ

て

お

く

な

ら
ば
､

レ

ゲ
ィ

･

バ

ッ

シ

の

研
究
で

は
､

四

〇
-
五

〇
歳
の

男
性
人
口
に

占
め

る

独
身
者
の

割

合
は

､

バ

レ

ア

レ

ス

は
一

六
･

九
%

(

ス

ペ

イ
ン

の

全
体
の

平
均
は

二
･

九
%
)

で
､

ア

ン

ダ

ル

シ

ア

に

次
い

で

高
い

｡

ム

ル

シ

ア
､

カ

タ

ル

ー

ニ

ー

人

リ

ア

地

方
も

平
均
を
こ

え
､

地

中
海
地

戯
の

人
口

膚
成
の

一

特
徴
と

な
っ

て

乃
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表 2 サ ン ･ マ テ オ 教 区の 家族 構成 の 推移 ( 1 7 9 6 - 1 8 2 5)

人数別家族数

A B C D El＼l 戸数
人数別 家族数

A B C D E】ゝ戸数

一

1 9

1 5

一

1 1

1 3

一
4 9

4 8

一

4 6

4 6

一
1 9

1 8

一
1 2 5

1 2 5

1 8 1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

25

0

7

7

【

ノ

8

1

9

4

1

1

5

】7

0

0

9

2

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

4

4

-

.〇

-7

1

′

b

2

8

′

0

5

0

-7

4

4

4

0

凸

0

5

8

5

1

3

0

1

7

0

0

8

0

2

-

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

1

2

2

(

リ
ノ

2

4

8

3

1

1

2

2

2

3

4

1

1

1

1

1

1

1 3 0

5

′

L

U

2

7

0

(

凸

9

b
7

2

2

3

2

3

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1 79 6

9 7

9 8

9 9

1 8 0 0

0 1

0 2

0 3

0 4

0 5

0 6

0 7

0 8

0 9

1 0

A l O 人 以 上 ,
B 9 - 6 人 , C 5 ” 3 人

D 2 ･ - 1 人 ,
E 家族 外の 人 口数･

い

る
｡

サ
ン

･

マ

テ

オ

で

も
こ

の

よ

う
な

現
象
が

指
摘
で

き

る
｡

男
性
の

み
で

な

ぐ
､

女

性
が

家
族
内
に

留
ま

る

事
例
も

多
く

､

特
に

家
族
内
の

労

働
力
構
成
か

ら

み

て

そ
の

例
が

み

ら

れ

る
｡

年
齢
構
成
の

分
析
は

､

す
で

に

行
な
っ

た
の

で
､

本
稿
に

お
い

て

は

省

略
す
る

｡

王

家
族
構
成

H

戸
数
の

変
化

ま

ず
初
め
に

､

こ

こ

で

分
析
す
る

家
族
と

ほ

複
合
家
族
を

意
味
し

て

い

る
｡

す

な

わ

ち

資

料
Ⅰ

に

お

い

て
､

例
え

ば

C

監
P

C

賀
中
ロ

ロ

ヂ

C

琵
p

C

巴
-

p
･

笥

な

ど
の

よ

う
に

C

監
P

の

単
位
で

ま

と

め

ら

れ
た

家
族
を

づ

し
･

て

い

る
｡

こ

の

c

a

冒
(

家
の

意
味
)

の

あ

と

に

姓
名
の

み

な

ら

ず
､

地

名
､

植
物

､

動
物

､

地

形
､

職
業
な

ど

様
々

な

名
称
が

つ

づ

け

ら
れ

､

一

種
の

(

8
)

屋
号
を

示

し

て

い

る
｡

こ

の

現
象
は

､

サ
ン

･

■
マ

テ
オ

だ

け

で

な

く
､

イ

ピ

サ

島
の

農
村
に
一

般
的
に

み

ら

れ
､

こ

の
一

つ

の

屋
号
の

も

と
に

､

二

-
三

世
代
の

家
族
あ

る
い

は

兄
弟
夫
婦
や

親
類
縁
者
が

居
住
し

て

い

る
｡

資
料
Ⅰ
は

､

屋
号
ご

と

に

家
族
の

構
成
員
を
ま

と

め
､

さ

ら
に

直
系
の

家

族
以

外
の

家
族
が

含
ま

れ

て

い

る

場
合
に

は
､

別
の

f

P

邑
-

打

と

し

て

区

別
し

て

い

る
｡

が
､

本
稿
で

は
､

屋
号
の

下
に

統
合
さ

れ

た

家
族
の

単
位

が
､

社
会
的
に

は
一

つ

の

家
族
と

し

て

実
質
的
意
味
を

も
っ

て

い

る
こ

と

か

ら
､

こ

の

単
位
を

家
族
と

し

て

分
析
す
る

こ

と

に

し

た
｡

家
族
数
の

推
移
は

､

表
2

に

示

す
と

お

り
で

あ

る

が
､

こ

の

時
期
の

家

族
数
は

､

一

八
三

〇
年
代
以

降
の

人

口

急
激
期
に

お

け

る

増
加
に

此
し

て
､

ほ

と

ん

ど

変
化
を

示
ん

て

い

な
い

｡

が
､

一

八

〇
三

年
の

減
少
と

一

八
一

八

年
以

降
の

停
滞
と

が

指
摘
で

き

る
｡

そ
の

内
容
を

み

る

と
､

一

七

九
六

-
一

八
二

五

年
の

間
に

あ

ら

わ

れ

た

屋
号
の

数
は

一

六

九
に

達
す
る

｡

こ

の

う
ち

一

つ

の

家
族
に

よ
っ

て

連
続
し

で

い

る

も
の

ほ
､

九
八
の

み
で

あ

る
｡

五

年
以

下
の

居
住
し

か

記
さ

れ

て

い

な
い

も
の

が

二

八
､

同
じ

屋
号

で

も

姓
名
の

み
か

ら
で

ほ

姻
戚
関
係
が

判
然
と

し

な
い

も

の
一

二

と

な
っ

指 β

心

持
じ

ら

.
ト

臣
.

ト

..
r

漣
町

■
ノ

良
ぃ

▲

集
■で

八

㌔

繊
†

一

㌢
墓
蔓

.
ト

サ
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て

い

る
｡

し
た

が

っ

て
､

家
族
数
の

変
化
が

示
す

傾
向
以
上

に
､

家
族
の

流
出
入
偲

多
い

と
い

え

る
｡

日

豪
族
の

構
成

家
族
の

構
成
の

変
化
を

ま

ず
､

構
成
員
数
別
家
族
数
に

よ
っ

て

み

る

と

(

表
2

参
照
)

､

一

八

〇
五

-
一

八
一

五

年
の

人

口

安
定
期
ほ

ど
一

〇
人

以

上
の

家
族
が

多
く

､

一

八

〇
〇
-

一

八

〇
四

年
の

人

口

減
少
期
に

は

減
少

し

て

い

る

こ

と

が

指
摘
で

き
る

｡

.
ま
た

､

三

人

以

下
の

家
族
の

割
合
が

多

い

こ

と
が

特
徴
的
で

あ

る
｡

一

〇
人

以
上

の

構
成
員
か

ら

成
る

家
族
を

､

一

八
一

〇
年
を

例
に

み

る

と
､

三

世
代
か

ら

成
る

も
の

が
一

六

で
､

四

世
代
に

わ

た
る

も
の

は

二

家

族
の

み
で

あ

る
｡

子
供
の

数
は

､

■
分
析
対

象
期
間
に

ち
ょ

う
ど

出
産
可
能

期
に

あ
た

り
､

し

か

も

配
偶
者
が

こ

の

間
顕
在
で

あ
る

場
合
を

み

る

と
､

平
均
七

･

八

人
と

な
っ

て

い

る
｡

ま
た

第
一

子
出
産
の

平
均
年
齢
は

二

〇

歳
で

､

ま
た

最
後
の

出
産
年
齢
は

四
三

歳
と

な
っ

て

い

る
｡

典
型
的
な

例

は
､

二

〇
歳
-
四

〇
歳
ま

で

九

人

出
産
し
て

い

る
｡

分
析
対

象
期
間
に

出

産
の

時
期
の

一

部
が

か

か

る

例
も

含
め

て
､

最
後
の

出
産
の

平
均
年
齢
を

み

る

と

四
五

歳
と

な

る
｡

出
産
間
隔
ほ

二

-
三

年
が

最
も

多
い

｡

労
働
力
構
成
と
い

う
点
か

ら

家
族
構
成
を

み

る

と
､

其
幹
労
働
力
と

し

て

最
低
三

人
が

基
本
と

な
っ

て

い

る
｡

労
働
力
構
成
と
い

う
点
か

ら

注
目

さ

れ
る

の

は
､

家
族

構
成
員
の

最
後
に

c

ユ

邑
○

､

n
r

F
d
p

と

し

て

記
さ

れ

て

い

る

も
の

で

あ

る
｡

延
三

六
五

人
の

う
ち

T

O
歳
以

下
の

も
の

が

全

体
の

二

二
･

五

%
､

一

一

-
一

九
歳
の

も

の

は

六

四
･

九
%

､

二

〇
歳
以
上

の

も
の

ほ
一

二
･

六

%

を

占
め

る
｡

な
か

で

も
一

〇

歳
前
後
の

階
層
が

多

く
､

こ

の

こ

と

は
､

0

0

已

邑
か
ロ

を

経
た

後
､

一

人

前
の

労
働
力
七

み

な

さ

れ

る

こ

と

を
一

面
で

物
語
っ

て

い

る
｡

そ
の

実
鰻
は

､

親
類
で

あ

る
こ

と

も
あ

り
､

純
粋
な

意
味
で

の

雇
用

労
動
力
と

容
易
に

規
定
す
る

こ

と

ほ

で

き

な
い

｡

こ

れ

ら

家
族
外
の

労
働
者
が

記
さ

れ
て

い

る

家

族
の

場
合
を

み

る

と
､

一

つ

に

は
､

夫
婦
の

み

で

他
の

基
幹
労
働
力
が

な
い

易
合

､

と

く
に

幼
児
期
の

子
供
数
の

多
い

場
合
な

ど
が

あ

げ

ら

れ
る

｡

同
一

の

家
族

内
に

留
ま

る

年
数
は

､

二

-
三

年
ぐ

ら
い

で
､

長
期
的
に

留
ま

る

例
は

､

む

し

ろ

例
外
的
で

あ

る
｡

一

九
五

〇
年
の

住
民

台
帳
に

も
､

こ

の

∩

ユ

苧

d
O
∽

に

相
当
す
る

層
が

､

ま
だ

み

ら
れ

､

そ
こ

で

は

牧
夫
と

記
載
さ

れ

て

い

る
｡

労
働
の

内
容
は

､

主
と

し

て

家

内
労
働
と

､

牧
畜
の

世
話
で

あ
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
｡

一

九
六

〇
年
の

住
民
台
帳
で

は
､

二

人

の

み

が

記
さ

れ
､

こ

の

地

域
に

お

け

る

牧
畜
の

衰
退
を

反
映
し

て

い

る
｡

最
後
に

､

家
族
内
に

■
く
0

ロ
t

弓
P

と

記
さ

れ

て

い

る

例
､

そ

し

て

埋

葬

台
帳
に

し

ば

し

ば

そ
の

よ

う
に

記
載
さ

れ

て

い

る

例
が

あ
る

｡

辞
書
に

よ

る

字
義
通
り

の

訳
は

幸
福
で

あ

る

が
､

両
親
不

明
の

者
と

い

う
の

が

実

態

で

あ

る
｡

教
会
の

前
で

発
見
さ

れ
た

と
い

う
例
が

多
い

｡

成
人
す
る

と
､

前
述
の

c

ユ

邑
O
S

に

な

る
｡

四

結
び

本
稿
に

お
い

て

は
､

サ

ン

･

マ

テ
オ

教
区
の

人
口

構
成
わ

実
態
を

､

資

料
Ⅰ

の

分
析
を

基

礎
に

し
て

明
ら
か

に

し

た
｡

資
料
Ⅰ

の

分
析
に

こ

だ

わ

っ

た

の
■
は

､

こ

の

資
料
を

利
用
す
る
こ

と

に

よ

り
､

先
の

資
料
Ⅱ
の

分
析

で

は

不

可
能
で

あ
っ

た

人
口

の

流
出
入

の

実
態
が

､

ど
の

程
度
ま

で

お

さ

え

ら

れ
る

か

と
い

う
こ

と
に

あ

る
｡

こ

の

時
期
の

生

活
の

実
態
を

人

口

構

▲7
-

成
の

分
析
か

ら
さ

ぐ

ろ

}
と
い

う
目

的
ほ

､

一

応
そ

れ

な
り

に

遷
せ

ら

れ

指
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た
が

､

人
口

の

流
出
の

兎
嵐
は

､

予
凰
し

た

よ

う
に

は

進
ま

な
か

ヶ

た
か

そ
の
一

因
ほ

､

年
齢
の

記
載
が

一

貫
し

て

い

な
い

こ

と
に

あ

る
｡

連
統
し

て

居
住
し

て

い

る

限
り

は
､

逆
算
し

て

よ

り

正

確
な

年
令
を

判
別
で

き

る

が
､

短
期
の

場
合
は

不

可
能
で

あ

る
｡

そ

し

て

何
よ

り

も

障
害
と

な
っ

た

の

が
､

名
前
の

問
題
で

あ

る
｡

姓
字
は

､

ト

ー

レ

ス
､

ツ
ル

､

ポ

ネ
ッ

ト
､

プ

ラ

ネ
ラ

ス
､

ラ

モ

ン
､

リ
エ

ラ
､

ロ

イ

グ
､

エ

ス

カ

ン

デ
ル

､

セ

ラ

に

(

g
)

つ

き
る

｡

一

方
､

名
前
は

､

男
性
の

方
は

､

ア

ン

ト
ニ

オ
､

フ

ラ
ン

シ

ス

コ

､

ホ

セ

､

∴
ン

ヨ

ア

ン

､

､

､

､

ゲ
ル

､

ビ

セ

ン

テ
､

マ

リ
ア

ー

ノ

(

列
記
し

た

順
序
は

ほ

ぼ

第
一

子
か

ら

順
番
に

つ

け

ら
れ

る

名

前
で

あ

る
)

､

女
性

の

方
は

､

ア

ン

ト
ニ

ア
､

カ

タ

リ

ナ
､

エ

ス

ペ

ラ

ン

サ
､

フ

ラ
ン

シ

ス

カ
､

イ

サ
ベ

ル
､

㌣

リ

ア
､

マ

ル

ガ

リ

ー

タ

で

尽
く
さ

れ

る
｡

こ

の

組
み

あ

わ

せ

で

は
､

延
二

万

数
千
の

個
人

を

確
認
す
る
こ

と

は
､

C

監
p

の

も

と

で

の

結
合
を
と

り

は

ら
っ

.
た

と

き

不

可
能
に

近
い

｡

年
齢
に

よ

る

確
認
が

で

き

れ
ば

､

あ

る

程
度
問
題
ほ

解
決
す
る

か

も

知
れ

な
い
.
が

｡

し
か

し
､

祖

父
母

､

父
母

と

同
じ

名
前
が

継
承
さ

れ

て

い

く

あ

る

い

は

伯
(

叔
)

父
､

伯
(

叔
)

層
､

イ

ト
コ

と

同
じ

名
前
が

つ

け

ら

れ

継
承
さ

れ
て

い

く
と
い

う
つ

な

が

り
の

社
会
の

方
に

､

む

し

ろ

関
心
が

よ

せ

ら
れ

る
｡

.
し

か

し
､

家
族
数
の

変
化
の

と
こ

ろ

で

か

な

り

流
出
入

が

あ

る

こ

と
､

､

分
析
対

象
期
間
が

連
続
し

て
い

る

家
族
の

場
合
に

は
､

一

度
洗
出
し

た

者

が

短
期
間
で

あ
っ

.
て

も
一

時
戻
っ

て

く

る

例
が

あ
る

こ

と
､

そ

し

て
､

結

婚
で

流
出
し

た

娘
が

､

配
偶
者
の

死
に

よ

り

子
供
と

と

も
に

実
家
に

帰
る

例
が

か

な

り
一

般
的
に

み

ら
れ

る
こ

と

(

も
っ

と

も

再
婚
の
.
可
能
性
が

あ

る

よ

う
な

年
齢
の

場
合
で

あ

る

が
)

な

ど
が

､

明

ら
か

に

な
っ

た

が
､

全

体
と

し

て

の

人
口

の

流
出
入
ほ

正

確
に

把
握
で

き

な
い

ゥ

ィ
ピ

サ

島
の

∵
九

世
紀
の

人
口

史
と
い

う
に

は
､

本
稿
の

分
析
対

象
親

欄

間
の

限
定

､

お

よ

ぴ
サ

ン

･

マ

テ
オ

と
い

う

わ

ず
か

千
人
足
ら

ず
の

地

域

の

み
の

分
析
と
い

う
点
で

､

問
題
が

残
さ

れ

て

い

る
｡

ま
た

常
に

こ

の

よ

う
な

分
析
に

お
い

て

痛
感
さ

れ

る
こ

と

で

あ

る

が
､

人
口

動
態
の

分

析
お

よ

び

そ

の

解
釈
の

基
礎
と

な
る

他
の

資
料
が

欠
け

て

い

る

こ

と

な

ど

問
題

は

多
い

｡

と

く
に

､

本
稿
の

場
合
の

よ

う
に

短
い

期
間
の

､

し

か

も

人

口

構
成
と
い

う
用

語
で

代
替
さ

れ

た

内
容
の

分
析
に

な
る

ほ

ど
､

長
期
的
な

歴
史
人
口

の

研
究
で

参
照
さ
れ

る

経
済

的
要
因
の

み
で

は

分
析
で

き

な
い

側
面
が

多
く
な

る
｡

そ

し

て

こ

の

よ

う
な

社
会
学
的
と

形
容
し

う
る

よ

う

な

要
因
の

分
析
が

重

要
と

考
え

ら

れ
て

も
､

そ
の

反
面
で

経
済
的
要
因
以

上
に

資
料
が

限
ら

れ

て

く

る
と

い

う
問
題
に

直
面
す

る
｡

今
後
の

研
究
業

績
の

蓄
積
が

期
待
さ

れ

る

分
野
で

あ
る

｡

全
く

最
後
に

な
っ

て

し

ま
っ

た

が
､

資

料
Ⅰ

､

Ⅱ
の

正

式

名

称
は

､

P
r

已
∈

ロ
i

の
t

O
【
i

〔

d
e

-

p

勺
p
b
O
】

己
i

p

∵
R
e
】

聖
口

芯
ロ

p

ロ
仁

巴

β
仁
0

-

○
∽

p

胃
1

0
口

○
研

ユ

b
b
i

P
ロ

m
㌢
ロ

ー

胃

巴

O
b

i

s

勺

邑
〇
･

P

発
言
息
P

n

b

S
P

ロ

呂
巳
e

〇
･

で

あ
る

｡

イ
ピ

サ

市
の

古
文
書
館
に

て

入

手
し

た

も
の

で

あ
る

｡

資
料
の

閲

覧
に

い

ろ
い

ろ

便

宜
を

因
っ

て

下

さ

り
､

イ
ピ

サ

史
研
究

の

座
れ

た

業
績
を

残
し

て

い

ら
っ

し
キ

る

】

○

巴
-

琵

琶
i

C

賢
争
U

ロ

P

氏

･
お

よ

び

洗

礼

名

簿
､

埋

葬
名

簿
の

閲

覧
を

心

よ

く

認

め
て

下
さ

っ

た

サ

ン

･

マ

テ

オ

教

区
の

A
ロ
t

㌢
-

O

C
O
∽
t

p

神

父
に

御

礼

を

申
し
上

げ

ま

す
｡

(

1
)

拙

碗
｢

イ

ピ

サ

島
に

お

け
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